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 また間が空いてしまい約半年ぶり。いろいろあ

りまして、4月にはインドネシアから教会関係者が

家内と共に来日。アジア学院へ行ったりして、6月

には家内と娘たちが来日して約 2週間軽井沢で過

ごしました。保護犬ブルックスは今までと変わら

ず、職場のモモはずいぶん歳を感じるようになり

ました。天変地異に関しては軽井沢は幸いなこと

に問題はありませんが、浅間山は控えていますの

で、このところのあちこちの火山、地震などに呼

応してどんな動きを見せるか、不明です。 

 

 なにしろこの夏は暑い。台風の影響で一時的に

涼しくなりましたが、また暑さが戻って、軽井

沢・避暑地返上という感じです。県外から来られる方にすれば朝夕の涼

しさは魅力的かもしれませんが、こちらで生活する者にとっては年々暑

くなり困ったものです。以前は最高気温が 30℃を越えることは数回でし

たが、7月中には何度も 30℃を越えていました。軽井沢の人口が 2万人

でエアコンの普及率が 60%ということですので、今後どうなるか、エア

コンで屋外に放出された熱がさらに気温を押し上げるのはもう地球規模

の問題でしょうね。 

 

 さて腰痛持ちの私ですが 7月中旬に左足の大腿部と臀部の境目に傷み

が出て、動かないと問題ないのですが、立ったり座ったり歩いたりする

とちょっと大変でした。海の日 16日は休日でしたが、近くの接骨院に診

て頂きました。接骨院では電気と超音波治療とストレッチなので、翌日

軽井沢病院の整形外科で詳しく調べていただきました。レントゲン撮影

の結果、加齢により背骨の変形が始まり、背骨の間にある椎間板が押さ

れて後ろに飛び出して神経を圧迫し、それが足の痛みに繋がっているの

ではないか、というのが 1つ。もう 1つは右の股関節に比べて左は骨と

骨の間に隙間が少なく、それが痛みに繋がっているのではないか、とい

うのです。 

 

 接骨院でも病院でも「何か左足に無理が掛かる運動などしましたか?」

と聞かれて思い当たることはひとつだけです。免許を取りに行っている

のです。場所は小諸自動車教習所。ここに 7月 6日に入校して「中型

車」の免許を取得するため教習を受けているのです。理由は職場で必要

であろうという考えから。職場では年に何度もお出かけがあり、夏は小

学生の海水浴、中高生の海水浴、秋は東京本部へ出かけ、5月の連休も

お出かけがあります。現在職場は以前免許を持っていた者が居なくな

り、お出かけの時にはバス会社を手配しています。もしくは新幹線など

を利用しています。ところがこれが高額。距離によ

って数十万円になることもあります。そして宿泊な

ども含むと人件費がかさみます。そして数年前に起

こった軽井沢のスキーバス事故以来予定されたコー

スの運行が原則となり、コース変更の融通が利かな

くなったらしいのです。そこでレンタカーを借りる

か? そうすると経費は大幅に少なくなります。そし

てそのためには免許の取得が必要になるわけです。 

 

 「昔と違って今は制度が新しくなりましたから、

大型という名称から中型に変わりました。えーっと

宇野さんの場合は問題なければ 5時間教習を受けて

検定に受かれば現在の免許証の裏に限定解除のスタンプが押されます。」

との説明を受けて 7月 7日からトラックに乗車して教習が始まりまし

た。 

 

 私が普通車の免許を取ったのは今から 20年前。栃木県のアジア学院に

勤務しているときでした。40歳前で当時は年齢×1万円の経費が掛かる

と言われていて、実際教習時間オーバーが続いて周囲の高校生がどんど

ん卒業する中、取り残されていったのです。ようやく免許を取ってその

後滞在したインドネシアでは必要不可欠で本当に重宝しました。で、今

定年前の年齢ですから、いくら職場の為とはいえ「オイオイ大丈夫か

俺」という感じです。 

 

 トラックなどの大型車が交差点で曲がるなどの様子を見ていると、車

長があるので普通車よりハンドルを切るタイミングが遅く、大回りをし

ます。なのでその点を注意すれば良いかな…ぐらいに免許取得を軽く考

えていましたが、これがなかなか見るとやるとでは大違い。S字コース

やクランクコースに入ってもタイヤで縁石を擦る、バックミラーを接触

させるなどに加えて、普通車運転 20 年の間に染み付いた運転の癖が邪魔

をします。「宇野さんクラッチから足おろして!」と何度注意を受けた事

か。続きます。      (軽井沢に住むルーテル教会員・宇野 仰) 


